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法人保険は「法人ほけんの窓口」にお任せください。 

法人ほけんの窓口 名古屋法人営業課 ☎0120-917-796 9：30～17：30（平日のみ受付）
募集代理店　ほけんの窓口グループ（株）　愛知県名古屋市中村区名駅三丁目２５番９号　堀内ビル５階

HM19-220630-840

お問い合わせはこちら相談無料

法人ほけんの窓口  名古屋

名古屋支店・熱田支店　〒460-0003 名古屋市中区錦3-23-18 TEL 052-951-7581
豊　　橋　　支　　店　〒440-0897 豊橋市松葉町3-71-2 TEL 0532-52-0221

※ 熱田支店は令和２年５月18日（月）より名古屋支店と統合し、名古屋支店と同一店舗で営業いたします。

美しく澄んだ秋空の下に、ピンク・白・紫や黄色など
色鮮やかなコスモスが広がります。筒状の花びらが特徴の

シーシェルなど変わり種のコスモスもあります。

美しく澄んだ秋空の下に、ピンク・白・紫や黄色など
色鮮やかなコスモスが広がります。筒状の花びらが特徴の

シーシェルなど変わり種のコスモスもあります。

見ごろ：10月上旬～10月下旬　所在地：新城市富岡字西門沢138見ごろ：10月上旬～10月下旬　所在地：新城市富岡字西門沢138

開催時間：16：30～21:30
所在地：豊橋市大岩町字大穴1-238
感染拡大防止の取り組みに
ご協力ください。
詳しくはあいち観光ナビまたは
公式WEBサイトまで。

豊橋総合動植物公園 【のんほいパーク】

ナイトZOO
10月31日（土）までの
毎週土曜日、延長開催！！

こみちこみちこみち
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VOICE

山
田
　
泰
男  

理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

中
部
人
形
節
句
品
工
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
山
田
　
泰
男

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：中部人形節句品工業協同組合

代表者名：山田　泰男

設立年月：1964年 12月

組合員数：34

住　　所：名古屋市西区新道二丁目

　　　　　15番 17号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
の
前
身
は
、
昭
和
３
年
に
設
立
し
た
名
古
屋
雛
玩

具
人
形
組
合
で
す
。
こ
の
時
は
主
に
市
松
人
形
を
取
り
扱
う

業
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
愛
知
県
雛
人
形
文
化

協
会
と
し
て
再
結
成
し
、
昭
和
39
年
に
中
部
人
形
節
句
品
工

業
協
同
組
合
へ
改
組
し
て
今
に
至
り
ま
す
。
雛
人
形
や
フ
ラ

ン
ス
人
形
な
ど
の
人
形
や
、
ぼ
ん
ぼ
り
や
鯉
の
ぼ
り
、
飾
り

馬
な
ど
節
句
行
事
で
取
り
扱
う
節
句
品
な
ど
の
生
産
、
加
工

を
行
う
事
業
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
雛
人
形
は
、頭
、

身
体
、
織
物
、
着
付
等
、
複
数
業
者
に
よ
る
分
業
体
制
を
取
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
多
く
の
業
者
の
方
が

組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
中
部
地
区
に
は
優
れ
た
節
句
品
メ
ー
カ
ー
や
職
人
が
数
多

く
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
部
の
節
句

品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
月
開
催
の
「
中
部
人
形
節
句
品
展
示
見
本
市
及
び

コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
集
ま
る
た

め
、
名
古
屋
の
節
句
品
を
全
国
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
や
大
阪
で
も
同
じ
よ
う
な

展
示
見
本
市
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
兼

ね
て
い
る
の
は
名
古
屋
だ
け
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年

の
「
祝
　
令
和
」
の
よ
う
に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
り
、

優
秀
な
作
品
に
は
各
後
援
団
体
か
ら
表
彰
を
頂
い
て
い
ま

す
。
表
彰
を
頂
い
た
作
品
の
一
部
は
、「
尾
張
名
古
屋
の
職

人
展
」
へ
出
品
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー

マ
も
、
組
合
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

選
ぶ
こ
と
で
、
組
合

員
の
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
の
第
１
木
曜
日
に
は
、
大
須

観
音
で
名
古
屋
人
形
供
養
祭
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
人
形
は
、
持
ち
主
の
厄
を
代
わ
り
に

引
き
受
け
て
く
れ
る
も
の
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。
人
形
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
是
非
丁
寧
に
触
っ
て
、

厄
を
移
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
の
代
わ
り
に
厄
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
人
形
は
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
丁
重
に
供
養
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
青
年
部
の
活
動
と
し
て
、
今
年
は
有
松
の
古
い
街
並

み
に
、
有
松
絞
で
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
有
松
の
町
並
み
の
中
に
雛
人
形
を
飾
っ
た
り
、
展

示
見
本
市
に
出
展
す
る
な
ど
し
て
、
青
年
部
ら
し
い
新
し
い

発
想
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や

今
後
の
組
合
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
実
は
今
、「
名
古
屋
節
句
飾
り
」
と
し
て
伝
統
的
工
芸
品

の
指
定
を
受
け
よ
う
と
、
申
請
し
て
い
る
最
中
で
す
。
30
年

近
く
前
に
も
一
度
計
画
し
て
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
３

年
近
く
か
け
て
準
備
を
し
、申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

申
請
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
中
に
共
通
の
目
標
が
出
来
た
こ

と
で
、
団
結
力
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
組
合
の
今
後
と
し
て
は
、
展
示
見
本
市
の
マ
ン
ネ
リ
化
の

打
破
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。「
名
古
屋
節
句
飾
り
」
が
伝

統
的
工
芸
品
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
弾
み
に
展
示

見
本
市
を
新
し
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
技

術
の
承
継
や
展
示
と
、
組
合
員
の
売
上
を
両
立
で
き
る
よ
う

な
展
示
会
を
作
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は
育
て
る
の
が
簡

単
な
の
で
、
社
員
や
組
合
員
、
取
引
先
の
方
の
分
も
一
緒
に

育
て
て
い
ま
す
。
他
に
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
も
育
て
て
い

ま
す
が
、
丹
波
黒
豆
の
枝
豆
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す

よ
。
自
分
で
育
て
た
も
の
を
自
分
で
収
穫
し
、
食
べ
る
の
は

楽
し
い
で
す
。

　
以
前
は
登
山
も
や
っ
て
い
て
、
日
本
百
名
山
の
う
ち
、
87

か
所
登
り
ま
し
た
。
今
は
も
う
足
を
悪
く
し
て
し
ま
っ
た
の

で
無
理
で
す
が
、
代
わ
り
に
渓
谷
巡
り
な
ど
の
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
他
に
も
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
国
府
宮
の
裸

祭
り
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
厄
を
祓
う
と
い
う
意
味

で
は
、
雛
人
形
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
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１．組合員の加入・脱退、組織運営状況について
　直近３年間の組合員数の傾向について、増加傾向と答えた割合が 17％に対し、減少傾向と答えた割合は
41％となっている。（図１）
　また、組合脱退の理由としては、「廃業・破産（倒産）」が最も多く、次いで「事業の縮小・撤退」となって
いる。（図２）

　組合運営体制における問題点としては、「組合員の減少（21％）」が最も多く、次いで「組合の世代交代（18％）」、
「組合員の業況不振（17％）」となっている。（図３）

中央会ニュースクリップ

事業協同組合（連合会）に係わる実態調査結果概要

昨年度末に実施しました『事業協同組合（連合会）に係わる実態調査』の結果の概要を掲載します。
詳細につきましては、中央会 HP（http://www.aiweb.or.jp/files/common/202010zittaityousa.pdf）
へ掲載しておりますので、ご覧ください。
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にある
17%
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ない
42%
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にある
41%
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その他

図１．最近３年間の組合員数傾向 図２．最近３年間の脱退理由

組合員の減少
21%

組合員の業況不振
17%

組合員の業態変化
3%

組合員の世代交代
18%

組合員間の規模・意識面の格差拡大
7%

組合員の協調性・参加意識の不足
10%

執行部の指導力不足
1%

事務局の弱体化
3%

財政基盤の弱体化
3%

意思決定が迅速に行えない
2% 特になし

14%
その他

1%

図３．組織運営体制における問題点
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２．組合事業及び組合員支援策について
　現在実施している事業としては、「共同購買・仕入（14.2％）」が最も多く、次いで「情報の収集・提供（11.0％）」
となっている。（図４）
　また、今後取り組みたい事業としても、「共同購買・仕入（17.7％）」が最も多く、次いで「外国人技能実習
生の共同受入（16.2％）」となっている。（図５）

　今後、取り組みが必要だと考える組
合員支援策としては、「人材（女性・
若者等）確保・育成支援」や「外国人
技能実習生の語学支援」に多くの回答
が集まった。（図６）
　また、中央会へ求める支援策として、

「従業員のスキルアップセミナー（外
国人技能実習生の日本語修得も含む）」
や「人材確保・定着の為のセミナー」
といった回答が多かった。（図７）

中央会ニュースクリップ
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図４．現在実施している事業
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図６．今後、取組が必要だと考える組合員支援策
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38%

組合間の交流、情報交換の
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図７．中央会へ求める支援

図５．今後重点的に取組みたい事業
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都
市
公
園
を
活
か
し
た
栄
の
再
開
発

　
名
古
屋
・
栄
に
あ
る
久
屋
大
通
公
園
・
北
エ
リ
ア
の
再
開

発
が
行
わ
れ
、「
ヒ
サ
ヤ 

オ
オ
ド
オ
リ
・
パ
ー
ク
」
が
開
業

し
た
。
こ
れ
ま
で
名
古
屋
に
な
か
っ
た
、
都
市
公
園
を
活
か

し
た
商
業
空
間
は
昼
夜
問
わ
ず
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
同

時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
内
の

ホ
テ
ル
は
パ
ー
ク
の
夜
景
も
楽
し
め
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
栄
の
ど
真
ん
中
と
い
う
立
地
条
件
で
、
平
日
の

日
中
は
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
や
中
高
年
層
、
夜
は
若
者
、
土

日
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
、
幅
広
い
客
層
を
集
客
し
て
い
る
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
テ
レ
ビ
塔
周
辺
の
公
園
北
エ
リ
ア
は
、

北
は
外
堀
通
か
ら
南
は
錦
通
ま
で
の
南
北
約
１
キ
ロ
に
広

が
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
芝
生
広
場
や
植
栽
を
活
か
し
た
緑

あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
水
盤
と
ミ
ス
ト
、
ハ
ン

モ
ッ
ク
や
テ
ン
ト
の
ほ
か
、
小
道
や
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
な
ど
も

設
置
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
物
販
な
ど
の
商
業
店

舗
と
と
も
に
、
滞
留
時
間
が
長
時
間
に
及
ぶ
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
。
地
下
街
と
の
動
線
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
都
市
公
園
で
あ
る
久
屋
大
通
公
園
が
民
間
の
商
業
施
設
と

と
も
に
一
体
的
な
整
備
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
︱

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
制
度
の
整
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は

公
園
内
に
設
置
し
た
商
業
店
舗
な
ど
の
収
益
に
よ
っ
て
、
公

園
内
の
公
共
部
分
に
つ
い
て
も
事
業
者
が
一
体
的
に
整
備
を

行
え
る
制
度
で
あ
る
。
都
市
公
園
に
民
間
企
業
の
新
た
な
投

資
を
促
す
こ
と
で
公
共
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
公
園
の
質
の
向
上
や
公
園
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
な

ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

郊
外
で
は
大
型
商
業
施
設
が
開
業

　
一
方
、
ヒ
サ
ヤ 

オ
オ
ド
オ
リ
・
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し

た
９
月
中
旬
の
同
じ
週
に
は
、
東
郷
町
に
「
ら
ら
ぽ
ー
と
愛

知
東
郷
」
が
開
業
し
た
。
周
辺
に
は
、
プ
ラ
イ
ム
ツ
リ
ー
赤

池
（
２
０
１
７
年
）
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
（
２
０
１
６

年
）、
ア
イ
モ
ー
ル
三
好
（
２
０
０
０
年
）
な
ど
、
大
型
の

商
業
施
設
が
既
に
数
多
く
あ
る
が
、
商
圏
が
重
な
る
エ
リ
ア

に
新
た
に
大
型
店
が
誕
生
し
た
。
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
約
５
個
分
の
広
さ
に
約
200
店
舗
が
入
り
、
10
キ
ロ
圏
を

商
圏
と
し
て
い
る
。

　
同
じ
エ
リ
ア
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
大
型
店
が
出
店
す
る
背

景
は
、
今
後
も
成
長
が
見
込
め
る
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
多

い
地
域
と
い
う
要
素
が
大
き
い
。
東
郷
町
は
名
古
屋
市
東
部

と
西
三
河
の
中
間
に
位
置
し
、
名
古
屋
都
心
に
通
勤
す
る
勤

労
者
世
帯
や
西
三
河
の
自
動
車
関
連
企
業
に
マ
イ
カ
ー
通
勤

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加

し
て
い
る
。
近
隣
の
長
久
手
市
は
、
前
回
15
年
の
国
勢
調
査

で
の
平
均
年
齢
が
38.6
歳
と
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
加
速
す
る
中
で
も
珍
し
い
有
望
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
背
後
圏
に
存
在
し
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
の
商
業
施
設
は
住
み
分
け
へ

　
都
心
部
と
郊
外
で
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
有

す
る
商
業
施
設
が
ほ
ぼ
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
で
消
費
者
の
価
値
観

が
変
容
し
て
お
り
、
人
と
人
の
接
触
機
会
を
減

ら
す
非
接
触
型
の
社
会
と
、リ
ア
ル
・
バ
ー
チ
ャ

ル
両
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と

す
る
両
極
端
に
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
現

在
は
、
人
口
密
集
地
の
都
心
よ
り
も
ク
ル
マ
で

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
郊
外
型
立
地
の
ウ
エ
イ

ト
が
や
や
高
ま
っ
て
い
る
。

　
短
期
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
シ
ニ
ア
層

の
集
客
が
減
少
し
た
都
心
は
苦
戦
傾
向
だ
が
、

長
い
目
で
み
れ
ば
訪
日
客
や
若
者
に
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
認
知
さ
せ
る
意
味
や
最
先
端
の
ま
ち
づ

く
り
を
体
感
で
き
る
魅
力
も
大
き
く
、
都
心
と

郊
外
の
良
さ
を
生
か
し
た
住
み
分
け
が
進
む
と

予
想
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
急
増
し
た
テ

レ
ワ
ー
ク
で
働
き
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
ま
で
是
正
が
難
し
か
っ
た
東
京
一
極
集
中
の

流
れ
か
ら
多
極
分
散
へ
と
向
か
う
可
能
性
も
出

て
き
て
い
る
。

　
名
古
屋
圏
で
は
、
今
回
の
２
つ
の
商
業
施
設

の
開
業
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
名
駅
・

栄
な
ど
の
都
心
と
名
古
屋
市
郊
外
の
存
在
感
は

そ
れ
ぞ
れ
増
し
て
い
る
。
東
京
一
極
集
中
是
正

の
受
け
皿
と
な
り
得
る
地
域
資
源
を
数
多
く
有

し
て
お
り
、
商
業
機
能
の
拡
充
と
と
も
に
首
都

圏
か
ら
の
若
者
や
女
性
の
移
住
・
定
住
を
取
り

込
む
た
め
の
魅
力
と
刺
激
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

都
心
と
郊
外
の
商
業
施
設
は
“共
存
か
ら
”

“住
み
分
け
”へ

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況天気図

景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
繊維製品：コロナ禍のため、店頭での衣料品販売が振るわず浴
衣や祭に関連した法被・手拭い等の仕事依頼がほぼなくなった。
一般の衣料品も例年以上に受注が少なく、厳しい状況が続いて
いる。
化学・ゴム：イベント、キャンペーン等の開催が自粛されており、
売上、収益とも減少傾向が続く中、内需の不振がより厳しい経
営に拍車をかけている。
輸送機器：生産量は前年水準まで回復。10 月以降価格見直しの
時期に入るが各社体力が消耗しており、軽微な範囲でとどめて
もらいたいところである。
【非製造業】
卸売業：店舗に行かずネット通販利用の生活者が増えた為、ネッ
トビジネスが見直され改めて新規開始を考える企業が出てきて
いる。大手企業や、街の商店経営がそろって苦境に陥った。
建設業：依然新型コロナウイルスの勢力が衰えず、マスク着用
の作業が強いられ、熱中症対策と相反する行動になっている。
その場の状況に応じて対応を考えることが大事となった。
商店街：飲食を中心に客足が激減、商店街は非常に厳しい状況
が続いている中、トヨタ自動車が急速に業務回復が進んでいる
のが救い。8 月 25 日スタートのプレミアム商品券で、この苦境
を乗り切りたい。

【製造業】
繊維製品（栃木県）：秋物商品の受注は昨年の 50％程度になり、
生産スペースの半分は防護服等で補っているが、10 月末頃まで
の注文なので、その先が見通すことができない状況である。
化学・ゴム（大阪府）：新型コロナウイルス対策関連商品で伸び
ているのは、手洗用液体石鹸で、浴用固形石鹸、合成洗剤の住宅・
家具用、漂白剤等も伸びており、手洗いなどの意識で需要の高
まりが浮き彫りとなっている。
輸送機器（三重県）：9 月以降の計画に回復の兆しが見受けられ、
一部の自動車メーカーではほぼ通常生産に戻ってきている。し
かしメーカーによっては未だ需要が戻っておらず、過剰在庫で
年内の受注再開が見込めない部品もある。
【非製造業】
卸売業（徳島県）：家電関連は、新型コロナウイルスの影響によ
るステイホームと猛暑のおかげで売上高を維持することができ
ている。
建設業（秋田県）：助成金等の活用で冷蔵庫・エアコン等の売上
額が伸び、それに伴う家庭用電力の容量変更工事の受注が増加
した。さらに公共工事の発注も出てきている。
商店街（岩手県）：消費はコロナ慣れにより若干回復しているよ
うであるが、店頭の感触は例年の 5 割から 6 割程度の売上に感
じる。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2020年 8月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

おしらせ

　愛知県最低賃金は令和２年 10 月１日から時間額 927 円に改定されました。

（現行　時間額 926 円から１円引き上げ）

　県内の事業所で働くすべての労働者（常用・臨時・派遣・パートアルバイト等）に適用されます。

　使用者は、適用される最低賃金以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。

　賃金が時間給以外で定められている場合（月給・日給等）、賃金を１時間当たりの金額に換算して時間

額 927 円と比較します。

　詳細は、愛知労働局の HP をご覧ください。

　https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei_toukei/chingin_kanairoudou/saiteichingin_toukei/
saiteichingin.html
　最低賃金に関するお問い合わせは、最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

最低賃金改定のお知らせ

　この度、農林水産省は新型コロナウイルスにより影響を被っている飲食業界の皆様に対しまして、失わ

れた需要を喚起することを目的に「Go To Eat キャンペーン食事券発行事業」を実施しています。

　本事業は、新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいる飲食店を応援するため、地域内の登録飲食

店で利用できるプレミアム付食事券を販売し、来店の促進を支援するものです。

　現在、愛知県内におきましては、「Go To Eat キャンペーン愛知県事務局」が設置され、加盟店の登録・

募集が開始されておりますので、概要をご確認のうえ、登録をご検討ください。

　詳しくは、Go To Eat キャンペーン愛知県事務局　公式サイト（https://gotoeat-aichi.jp/）をご覧ください。

農林水産省「Go To Eat キャンペーン食事券発行事業」加盟店募集について

　令和２年 10 月１日、「中小企業等協同組合法施行令及び中小企業団体の組織に関する法律施行令の一

部を改正する政令」が施行されました。

　本政令は、事業協同組合等に関する経済産業大臣又は国土交通大臣の権限で、経済産業局長又は地方整

備局長若しくは地方運輸局長に委任されているものに属する事務を、都道府県知事が行うこととする等、

所要の改正を行います。概要としては、以下の通りとなります。

１： 二以上の都道府県の区域にわたる組合等（全国を地区とするものを除く。）の設立認可等に関する経

済産業局長又は地方整備局長若しくは地方運輸局長に委任された権限に属する事務を都道府県知事に

移譲します。

２： 二以上の都道府県の区域にわたる特定共済組合及び特定共済組合連合会等（全国を地区とするものを

除く。）の経営の健全性を判断するための基準の策定に関する経済産業大臣及び国土交通大臣の権限

に属する事務を都道府県知事に移譲します。

　これにより、定款変更の認可申請書や決算関係書類の提出先が変更となる組合があります。詳しくは、

経済産業省の HP（https://www.meti.go.jp/press/2020/09/20200925002/20200925002.html）をご覧い

ただくか、各組合の中央会担当者までご連絡ください。

「中小企業等協同組合法施行令及び中小企業団体の
組織に関する法律施行令の一部を改正する政令」が施行されました
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インフォメーション

※商工中金は、多様化する中小企業の経営課題に対するソリューションを強化するため、独立行政法人
中小企業基盤整備機構（中小機構）と2019年12月に業務連携に関する合意書を締結しました。

高度化資金の「役員等の連帯保証」を
「商工中金債務保証」で代替した支援事例

本資料は情報提供を目的としており、何らかの行動の勧誘を目的としたものではありません。ご利用に関しては全
てお客様ご自身でご判断くださいますよう宜しくお願い申し上げます。文中の情報は、商工中金が信頼に足り、か
つ正確であると判断した情報に基づき作成されていますが、商工中金はその正確性・確実性を保証するものでは
ありません。また、ここに記載された内容が事前連絡なしに変更されることもあります。

■ ■高度化資金貸付制度とは
中小企業者が共同して経営基盤の強化、環境変化へ
の対応等を図るために工場団地・卸商業団地・ショッピ
ングセンタ－などを整備する事業や、第三セクター・まち
づくり会社などが地域の中小企業者を支援する事業に
対して、都道府県と独立行政法人中小企業基盤整
備機構が協調して資金面と助言により支援する制度。
各都道府県が同制度の窓口となって対応しています。

資金調達における課題解決に向けて
高度化資金貸付の利用には組合役員等の連帯保
証が必要となることがあり、その点がネックとなり利用に
至らないケースがあります。
商工中金と中小機構は、連携したサポートにより、こ
のような組合の資金調達における悩みや課題解決
に取り組んでおり、実際の取組事例を紹介します。

高度化資金貸付制度、
保証の取り扱いに関
するご要望やニーズが
ありましたら、お気軽
にお問合せください。

■ 制度を利用される組合等の皆様のメリット
「高度化資金貸付制度」を利用する場合、組合等の役員全員の連帯保証が必要となる条件となっ
ており、組合として当該条件が資金調達を行う上での課題となっていました。
そこで、役員全員の個人連帯保証に代えて、商工中金が高度化資金の借入れに対して債務保
証を行うことにより、役員全員の個人連帯保証を無くして借入れが実現

債務保証に際し
ても、連帯保証の負担を発生させないスキームとしており、関係者の連帯保証負担が解消

し、組合の円滑な資金調達
に繋がった事例があります。この場合、「経営者保証に関するガイドライン」を踏まえ、

しました。

組合等事業者向け

中小機構/担当：高度化事業企画課 ☎03-5470-1528
商工中金/担当：最寄りの営業店宛てお問合せ下さい

ちょっとお耳に★

高度化資金貸付に対する
債務保証について

～ 中小機構と商工中金の業務連携※ ～

【取組イメージ】

対象先  高度化資金貸付制度を利用する組合,利用中の組合

金額  高度化資金貸付金額の範囲内

保証料  案件毎の個別相談

注)取組みにあたっては、当金庫での審査が必要となります。審査の結果に

  よっては、対応できない場合、もしくは金額の減額や諸条件の見直し等

  ご希望に沿えない場合があります。



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2020 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：振興部　TEL : 052－485－6811

名古屋市西区上名古屋 1－12－5
☎（052）521－4126

代表　高　井　洋　明

おかげさまで 100 周年（秋にはお客様感謝デー予定）

名 古 屋 浴 場 商 業 協 同 組 合

くつろぎの湯　八千代湯
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